
平成27年度 当初予算事業の概要説明書
(兼評価説明書)

1 .事務事業の概要

1頁

口完了 圃評価対象口行計対象

事務事業名 22384 にしわき学力向上事業
(中事業)

基本政策 03 ;:;:ろ豊かな人が育ち、いきいきと活躍できるまち

政策 o 1 人間力を培う学校教育

施 策 02 生きる力をはぐくむ学習の展開

実施形態 直営

事業期間 単年度 |平成26年度~

要求区分 新規 |予算区分|政策

事業の実施を市に義務づける国の法令

有 無 なし

法 ，寸O3、 名

条 項

予算科目 01-100103-200100 
部 名 50 教育委員会 I諜 名 I03 学校教育課

課長名 LJt肉 誠 IT E L I |内線 I535 

2. 対象・目的・内容
且全国トップレベルの学力を目指して.自ら伸びゆく子どもたちを育て、本市内外で将来活躍していく子どもたちを

育てるため、次の事業に取り組む。

①学ぶ意欲・基礎学力の向上に向け、放課後の補充学習に係る「学習支援補助員Jの配置

(学習へのつまづきの解消を図り、基礎的・基本的な学習肉容の定着を支援)

②若手教員の授業力向上に向け、スキルアップ研修の実施

(採用 2年目 -5年固までを対象とした研修会の実施)

③本市の学力向上推進方策の確立に向け、学力向上推進部会の開催と「にしわきGHALLENGEプラン(学力向上プ

ラン)Jの策定

事業概要 I (全国学力・学習状況調査の本市の課題解消を図るために、市の組織的な取組を進めていくための組織をつく

り、具体的な方針や方策を協議)

④学力向上に向け、地域・家庭・学校が意識共有を図る場として、にしわき学力向上シンポジウムの開催

(本市児童生徒の学力実態について情報を共有し、今後の方向性を共に考えていく場として設定)

|教職員・保護者・児童生徒・市民
事業の対象

(a量・何を)

学校教職員・保護者・児童生徒・市民が全国トップレベルの学力を目指し、互いに意識を共有していく中で、学習

事業の目的 |意欲の向上、基礎学力の定着、活用的応用的な学力・学習習慣等の育成を行い、意欲と自信、チャレンジ精神を持

(どういう状態|った、たくましく自ら伸びゆく子どもたちを育てる。

にするために)

①放課後学習支援補助員の配置(基礎学力定着・学習意欲向上)

事業の内容 |②若手教員の授業力向上に向けたスキルアップ研修の実施

(どういう内容l③本市学力向上プラン(rにしわきGHALLENGEプランj の策定)

を行うのか) I④にしわき学力向上シンポジウムの開催(地域・家庭・学校の学力向上に向けた意識共有化)

3. 年度別事業費

事業費
国庫支出金 県支出金 地方債 分担金負担金 使用料手数料 その他

平成24年度決算額 。
平成25年度決算額 。
平成26年度決算額 2.067 。 1. 440 。 。 。 。
平成27年度予算額 6.143 。 1.440 。 。 。 。
4. 総コストの概算

平成 26年度の」の事業1:::

従事している職員数 従事職員数 人{牛費 (A)
平成26年度

-mt職員 | 嘱託・臨時職員
決算額 (8) 

0.02 O. 05 282 2.067 

事業費の主な使途I放課後学習支援補助員報償費

(単位:千円)

一 般 財源

627 
4.703 

(単位・千円)

総コスト

(A) + (8) 

2. 349 
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6. 評価
評価

庫…匝接業…のの一ー優サーーーーーー先ーー・E度Eビ--ーースー(ー緊ー-の---急ーー相ーー性ー手ーー)ーー方ーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一41一・い陣|受ー業益ーー者のー必負ーーーー要担ーーーーー性のーーーー適・ーーーー切ーーーーさーーーーーーー・ーーーー....ーーー一一一一一51一一慎1市施民....…主ニ体のズ妥の把当性握 i1 4 3 

1 ポイント
事業の 継続実施

次 総合評価

全小中学校に放課後学習支援補助員を配置していくために、さらなる充実が望まれる。また、若手教員の授業力向

評
上に向けて、研修会の実施だけでなく、現場での指導を充実していくための仕組みとして学力向上スーパーティー

説 明
チャーの配置も望まれる。加えて、児童生徒の基礎・基本の定着や活用 a 応用的な学力の向上を図るために、問題

価
作成支援システムの導入等も検討していくべきである。

評価 陣匝…接業…のの…優サ--ー先....度Fビ--ス~.緊の--急F一栢性一手一)一方一一一一-A;ih-41ーーー←陣|受業益---者の-一必一負一要担一一性の-適....・切E・一さ一……一一一一ーjj 51 ーーー一慎怖施民…主ニ一体一のズ妥の把当援性 i: 3 3 

2 ポイント

事業の
継続実施

次
総合評価

全国トップレベルの学力を目指して児童生徒、教職員のみならず地域が共通の意識を持って、自ら伸びゆく子ども

E平 たちを育てようという事業であり、教職員08や学生を放課後学習支媛員として配置し、基礎学力、応用力のレパ

説 明
ルが向上するなど一定の成果が見られる。さらに平成27年度から指導力に優れた教員08を現場に配置することに

価
よる教員の指導力向上や個々の学力に応じた問題作成支援システムの導入によるきめ細かい学習指導も期待でき、

学力向上に向けた環境整備が進められている。


